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肺 門 リ ン パ 節 腫 脹 の 年 次 的 推 移

― と くに結 核 とサル コイ ドー ジス とに 関連 して―

渡 辺 博 ・ 中 島 丈 夫

結 核 予 防 会 第 一 健 康 相 談 所

受 付 昭 和36年6月26日

サルコイ ドージスは,北 欧,米 国等 では,そ の淫侵度 の

高 いことが知 られ ているが,わ が 国で も,最 近 になつて

その報告例が ふえ,と くに昭和29年 ころよ りめだつて

増加 してい るとい われてい る。 われ われ も以前 には欧米

に比 してわが国に その報告例の少ない ことをかね てか ら

不 思議に思つていた一員であ るが,た また ま当相談所に

おいて も,サ ル コイ ドー ジス と診 断 され る例が近年にな

つ て増加の傾 向にあるので,現 在の 目で以前 の症例をふ

りか えつ てみるの もなん らか の意義が あろ うか と思 い,

過去15年 間の肺 門 リンパ節腫脹例 をカルテ室か ら探 し

出 して調査 した。 比較的資料の揃つ てい る もの に つ い

て,主 に結 核 とサル コイ ドー ジス との関連に調査 の 目的

をお き,肺癌,塵 肺等 の特殊 な ものは対 象か ら除外 した。

I　 肺門 リンパ節腫脹の年次的推移(Table 1)

この表では,古 い年代の ものでは資料の不十分な ため

に,実 数よ り少 な くなつてい ると思われ るが,性 別では

144例 中女性が79例,55%を 占め男性 よ り多 く,年

令別で は10才 代が もつと も多いが,そ の年次 的推移 を

み ると,昭 和30年 以降 になつて30才 代,40才 代が

増加 してい る。

ツベル ク リン反応(以 下 ツ反)の 大 きさの 記 載 あ る

76例 について,ツ 反の大 きさの推移 をみ ると,昭 和30

年 以降 になつて14mm以 下 の弱 陽性 な い し陰性者が

増加 してお り,と くに33年 以降にめだつて増加 してい

る。

肺 門 リンパ 節腫脹 の左右別 をみる と,右 側例が 多 くて

約半数 を占めているが,近 年 に な つ て 両側腫脹例がふ

え,32年 以降にな ると,偏 側例 と 同数 あるいは それ を

上まわつて両側例がふ えてい る。

最大 リンパ節 の大 きさは 年次 的な 変動は めだたない

が,近 年 になつてむ しろ大 きく腫 れてい る ものが ふ えて

い るよ うに思 われる。

II　 両 側 肺 門 リン パ節 腫 脹 例 につ い て(Table 2,3)

総 数144例 中,両 側 肺 門 腫 脹 例 は,結 核15例,サ

ル コイ ドー ジス22例,そ の 他10例,計47例 で あ つ

た。

性別 では女性が52%で やは り男性 よ り多 く,年 次 的

推移 をみる と,表2の よ うに,結 核例 と,そ の他例に

は年次的推移 の特徴 はみ られないが,サ ル コイ ドージス

例は30年 以降に増加 してい る。

33年 か ら35年 まで の 外来(集 団取扱い を除 き)に

おけ る頻 度をみ ると,33年 度では新規受診者13,645名

中,両 側腫 脹例が11例,0.08%,そ の うちサル コイ ド

ージス例が4例 ,0.03%あ り,同 様 に34年 度 では両

側腫脹例が8例,0.07%,そ の うちサルコイ ドージス

例が4例,0.03%あ り,35年 度 では両側腫脹す なわ

ちサル コイ ドージス例が3例,0.03%み られ た。以上

の結果 か ら,最 近3力 年間の新規外来受診者中にサル

コイ ドージス の 発見 され る頻度 は,10万 人 につ き30

人 の割合で あつ た。

両側腫脹例 を年令別 に みると,表1の よ うに結核 例

は比較的若年者に,サ ル コイ ドージス例 はそれ よ りもや

や高年者に多 くみ られ る。

表3に み られ るよ うに,ツ 反の大 きさは,サ ル コイ

ドージス で は 全例が14mm以 下であ るのに対 し,結

核 とその他 の群 では中等 ない し強陽性 が大 部分を占めて

い る。

最大肺 門節が径20mm以 上に大 きく腫脹 して い る

例は,結 核68%,サ ル コイ ドージ ス77%,そ の他

100%の 順 に多 くなつていた。

レ線写真 上の合併所 見 としては,肺 内に播種 性陰影 を

有す る ものが サルコイ ドージスに22例 申8例(46%)

あ り,結 核群 とその他群 にはみ られ なかつ た。 それに反

して,肺 内に限局性浸潤様陰影 を有す る ものは結核群に

のみ8例(58%),ま た湿 性胸膜炎 合併 も結 核群にの

み2例 み られた。 腫脹 リンパ 節 とは無 関係 に石灰沈 着

像 を認 めた ものは結核群 にな く,サ ル コイ ドージス群 に

1例,そ の他群 に6例 あつ た。 逆 に経過観察 中に腫脹

してい た リンパ節 に石灰沈着 を起 こ してきた例 は結核群

に6例 観察 された。

III　サル コイ ドージス22例 について(Table 4)
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Table 1 

Pulmonary Hilar Lymph-Node Enlargement Observed During the Past 15 Years

22例 の うちには,バ ィオプ シーで組織学的 に診断 され

た もの4例,臨 床的に診断 された もの18例 が含まれ る。

表2に み られ るよ うに,性 別では男13例,女9例

で男性のほ うが多かつた。年令別では20才 代が13例

で もつ と も多 く,10才 代 と30才 代 が それ ぞ れ4例

で,40才 代 に1例 み られた。

罹病期間中 に ツ 反 の 測 定 し て あ る11例 の うち,

9mm以 下 の もの3例,14mm以 下の ものが8例 あ

り,ま た発病以前 と比較 して明 らか にッ反の減弱化 を認

めた ものは5例 経験 された。BCG歴 のある もの10

例,既 往にツ反陽性 であつた ものは17例,不 明5例 で

あつ た。

腫脹 してい る リンパ節の数が4コ までの もの8例 に

対 し,6コ 以上の多数腫脹 例は13例 で あつ た。

サル コイ ドー ジス の 発病時 の症状は表4の よ うに,

集検で発見 された ものが10例 で半数近 く,そ の うち自

覚症状を全 く欠 くもの が7例 もあつ た。比較 的多 くみ

られた症状 と して は,咳,痰,発 熱,他 の リンパ節腫 脹

等で ある。赤沈 は1時 間値で15mm以 下 の軽度 促進

の ものが11例 で半数 を占めた。

その他の検査成績 では,白 血球 減少2例,赤 血 球減

少1例,好 酸 球増多3例,単 球増多4例 あ り,頸 部

リンパ節 切除標 本に よ り組織学的 にサル コイ ドージスと

診断 された ものが4例 あつた。

IV　 肺 門 リンパ節腫脹 の消失 す るまでの 期間(Table 5)

経過の観 察で きた サル コイ ドー ジ ス17例,結 核73

例,そ の他13例,計103例 について 腫脹 リンパ節の

消失す るまでの期間 をみ ると,サ ル コイ ドージス例では

比較的早期に消失す る もの多 く,6ヵ 月 まで に35%,

12ヵ 月まで に64%が 消失 し,2年 以上かかつ た もの

は3例,18%で あつたのに対 して,結 核 ではそれよ り

やや長期 間を要す る もの 多 く,6ヵ 月まで に9%,12

ヵ月 までに38%,2年 以上を要 した ものが21%み ら
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Table 2 

Bilateral Pulmonary Hilar Lymph-Node Enlargement
 Observed During the Past 15 Years

•Z Tuberculosis •œ Sarcoidosis •¢ Other diseases

Table 3 

Bilateral Pulmonary Lymph-Node Enlargement

れ た。その他の群の消失期間は短 く,6ヵ 月 まで に31

%,12ヵ 月 までに72%が 消失 した。

V　 考 案

わが 国にお ける結核死亡率 の減少 と初感染結核症 の減

少 はこの10年 くらいの間 にめざま しい ものが あ り,結

核 に関す る全 国実態調査 の結果 をみて も,初 期結 核型が

昭和28年 度 には人 口万対25で あつたのが33年 度 に
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Table 4

 Initial Symptoms of Sarcoidosis, 22 Cases

Table 5 

Duration until Hilar Node Enlargement Disappears

は万対7に 減少 してい る。結 核新発生の減少 とと もに,

非結核性胸部疾 患が めだつて増加 してい ることは一般に

関 心のたかまつてい るところであ り,サ ル コイ ドージス

もまたその一 つであ る。

肺 型サル コイ ドージスの診断は組織学的,免 疫生物学

的 あるいは臨床的 な諸検査 によ りなされるのであるが,

その うち胸部 レ線所見 とツ反 の減弱化 の特徴が サル コイ

ドージス診断への重要 な第一歩 といえる。胸 部 レ線所 見

の分類 も,Henlmeyerを は じめ多 くの人 た ちに よつて

な されてい るが,そ の特徴の第 一は肺 門 リンパ節が両側

対 称性に大 き く腫脹す る時期の あることで ある。われ わ

れは,過 去にお ける肺 門 リンパ節腫脹例の 中か ら,サ ル

コイ ドージス と診断 して も妥 当と思 われ る例が どの くら

い含 まれてい るか を調べ る目的 で本調査 を始 めたのであ

るが,表1に み られるよ うに,結 核性肺 門腺 腫脹例に

は年次 的な推 移の特徴 がはつ き りみ られなかつたに もか

かわ らず,全 体 としては両 側腫脹例がふ え,し か もツ反

の弱い例お よび高年者の腫脹例が最近になつて増加 して

い る。すなわ ち,サ ル コイ ドージス と診 断 し うる例は以

前 にはほ とん どな く,最 近,と くに昭和30年 ころか ら

出現 しは じめたことは,一 般 にいわれているところ と一

致 している。

VI　 ま と め

最近15年 間の外来患者 中にお ける肺 門 リンパ節腫脹

の年次 的推移 をみ ると,

(1)　 性 別では女性が男性 よ りも肺門節腫脹 を認 める

場 合が多い。 と くに 結核 では その傾向 が めだつ てい る

が,サ ル コイ ドージス群で は男性の ほ うが女性 よ りも多

く観察 された。

(2)　 年令的 には,昭和30年 以降 になつて30才 代,

40才 代の肺 門腫脹例が み られ るよ うになつた。

(3)　 肺 門節腫脹例 のツ反 の大 きさは,最 近になつて

14mm以 下の弱 陽性 ない し陰性者 が増加 してい る。

(4)　 近年になつて 肺 門 リンパ 節 が 大 き く腫れ る も

の,お よび両側に数多 く腫れ る例が増加す る傾向が み ら

れ る。

(5)　 結核性肺 門腫脹例の みについ てみると,以 上の

よ うな年次的推移の特徴 はみ られ ない。

(6)　 以上の結果か ら,サ ルコイ ドージスあるいは結

核以外 の肺 門 リンパ節腫 脹例が近年 になつて増 加 してい

る と推 定 され る。

最 近3力 年 間の外 来受診者中 に お けるサル コイ ドー

ジス例は10万 対30の 割合であつた。
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Pulmonary Hilar Lymph-Node Enlargement 

Observed During the Past 15 Years. On the 

relation between tuberculosis and sarcoido-

sis. Hiroshi WATANABE and Takeo NAKA-

JIMA (Daiichi Dispensary, Japan Anti-Tubercu-

losis Association)

1) In recent 15 years, out of 144 cases of 

pulmonary hilar node enlargement of out-pa-

tients at the Daiichi Dispensary, there were 107 

cases of tuberculosis, 22 cases of sarcoidosis 

and 15 cases of other diseases.

2) The 144 cases consisted of 65 cases of 

males and 79 cases of females. More cases of 

tuberculosis were found in women than in men, 

but in sarcoidosis there were 13 men and 9 

women.

3) Before 1954, no cases of hilar node enlarge-

ment of 30 years of age or more had been ob-

served, but after 1955, such cases have become

to be observed. Out of 144 cases, 7 cases of 

30 years of age or more have been observed.

4) Recently in cases of hilar node enlarge-

ment, one has become to observe some cases 

with a tuberculin reaction of 14 mm or less.

5) One has also become to observe an in-

crease of cases of large hilar enlargement and 

of bilateral hilar enlargement.

6) With regard to tuberculous cases, one 

has not observed any difference of hilar node 

enlargement during the past years.

7) As a result of the above-mentioned facts, 

in Japan one reasonably appreciates that cases 

of pulmonary sarcoidosis or non-tuberculous 

cases of pulmonary hilar lymph-node enlargement 

have recently increased.

In recent 3 years, there have been observed 

30 cases of sarcoidosis per 100,000 persons vis 

iting the dispensary.


